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いのちの電話の活動は、多くの善意あるボランティアの無償の奉仕によって支えられています。
現在24時間、365日休まず相談を受けていますが、相談員の養成、研修、電話センターの維持管理、
広報活動費など、運営には多額の経費が必要です。
この活動をご理解いただき、ご協力くださいますよう、お願い申し上げます。

 振込先 ：郵便振替　００１４０－９－１３７３８０
  ：埼玉りそな銀行大宮支店（普通）４３１５５１０
   （福）埼玉いのちの電話
 事務局 ：社会福祉法人　埼玉いのちの電話
  〒 337-8692 大宮郵便局私書箱第29号　TEL 048-645-4322

いのちの電話の活動は、多くの善意あるボランティアの無償の奉仕によって支えられています。

あなたのご支援を必要としています。

葉祥明 作　　─絵本作家・画家・詩人─ 
名前を知らない方も、絵をみればきっと

”この絵、どこかで見たことがある”と思い出されるでしょう。
葉祥明さんの作品には、安らぎとあたたかさに満ちた時間が流れています。

優しい気持ちが心いっぱいに広がります。
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　埼玉いのちの電話では、かけ手の悩みを肯定的に受け止め、心に寄り添っ

て聴けるよう、相談員を対象にさまざまな研修を行っています。今回は、

立教大学教授・臨床心理士の逸見敏郎氏による理論講座(2012/6/18)で学

んだ最近の若者たちの心理的特徴について紹介します。

　いま定年を迎えている世代の人たちの場合、青年期の終わりは23,4歳ぐ

らいでした。現代では、青年期は長期化してきて30代前半ぐらいまでとい

われています。

青年期とは

　自分はこれで生きていく、これで勝負していくん

だというものを固めていくのが青年期の心理社会的

テーマです。青年期は成人への移行期で、身体的

成熟と思考の発達の中で悩むのが当たり前の時期で

す。大人への憧れと反発、答えのないことを悩む、

何かを「一所懸命」にすることで、アイデンティティ

は確立されます。

　アイデンティティというのは、不可視な構成概念

ですが、これが達成したということを測るのは、西

洋人なら職業、宗教、政治観であり、日本人では職

業や価値観でしょう。

　ところが、近年は社会状況の急速な変化の中で、

雇用状況や形態が変わってきて、職業をもって自分

を社会の中に位置づけることが難しくなってきまし

た。また、学校から社会への移行が困難になってし

まったという一面があります。

立教大学教授・臨床心理士の逸見敏郎氏による理論講座(2012/6/18)で学

んだ最近の若者たちの心理的特徴について紹介します。

　いま定年を迎えている世代の人たちの場合、青年期の終わりは23,4歳ぐ

らいでした。現代では、青年期は長期化してきて30代前半ぐらいまでとい

～「埼玉いのちの電話」開局20周年
「これまでを振り返って」 ～

最近の若者たちの「悩み方」

　若者たちが抱える問題の中核の部分は、あまり昔

と変わらない、しかし「悩み方」が変わってきてい

ます。

　カウンセリングの現場では、多くの学生が、「ど

うしたらいい？」「何をしてくれる？」「何とかして

ちょうだい」と言います。じっくり自分で悩むとい

うよりも、特効薬をぽんと与えてもらい、すぐに楽

になりたい。自分で試みずに解答を求めるという「丸

投げ的な依存」です。

　自分で悩む経験、考える経験が希薄になってきて

います。無駄をせず、他者を自分のために利用する。

最小の努力で最大の効果・利益を求めていく、これ

が今の若い世代の人たちの行動パターンの特徴のひ

とつだと思います。

体験から人生が広がる

　青年期には「役割実験」をすることが大切です。

アルバイトやサークル活動など、さまざまな体験を

通して、自分に向く・向かないを見つけ、選択と断

念を繰り返していきます。

　大学と自宅の間を行き来するだけでは「偶然と出

会う機会」が少なく、体験を通しての気づきの機会

がありません。何かに出会い、おもしろいなと思っ

たことがあったらそれを追究してみる、そこから人

生が広がっていくのです。

一人ひとりの生きる力を信じて　その１

最近の若者たち
　　　　　　　悩みや相談の傾向

逸見　敏郎
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　自分で考える、試みるという体験が少なくなって

きているのには大人の側の責任もあり、そのひとつ

として挙げられるのが、子どもに失敗させないよう

配慮しすぎているということです。子どもがつらい

思いをしないように、怪我しないように、親も学校

の先生も安全配慮を第一に考えてしまう。そうする

と、失敗する経験を持たないまま成長してきてしま

うわけです。

　大人への反発や、「自立と依存」の葛藤で悩み苦

闘することのないまま青年になってしまった若者が

多くなっています。

“いい子”志向の若者たち

　受験を経験してこなかった大学生が増えていま

す。勉強も部活も頑張っていると家族や先生がほめ

てくれる。周りから評価されて高校、大学と推薦入

学の道が拓ける。

　つまり、努力しても失敗することもあるという経

験をすることがなく、初めての選抜が就職活動とい

う青年が増えてきています。そこで内定が取れない

と、自分が希望した会社とはマッチングが悪かった

というだけではなくて、人格を否定されたと捉えて

将来を悲観してしまう。

　いい子でいたい、失敗することはいけないことな

んだという思いが自分の中にできているわけです。

　また、人間関係においては、場面に応じて器用に

「キャラを立てて他者とつきあう」のが、若者たち

にとって当たり前になっています。「空気が読めな

い」と言われないように気を遣い、相手に合わせた

自分を演出している。そこにはいい子像は維持でき

るけれど、本当の自分が何だか分からなくなるとい

う一面もあります。

相談に「応える」？「答える」？

　「応答」というのは、両方とも「こたえる」と読

めます。「応える」は「response」で、「答える」は

「answer」です。

　青年期の特徴として、自分の中である程度答えは

分かっているけど、そこを言われるとカチンと来る。

「answer」を与えられると反発するというところが

あるので、「response」に徹していくことが重要です。

　これらを踏まえ現代社会の中で、若者たちが先の

見通しが見えず、苛立ちを感じている点に、共感的

に対応することが求められるでしょう。

一人きりで苦しまないで

　政府が公表した平成24年版「自殺対策白書」によ

ると、平成23年の10～ 20代の若者の自殺は前年比

101人増の1029人で、調査を開始した昭和53年以来

初めて千人を突破しました。内閣府は「雇用情勢の

悪化」を一因に挙げています。

　無駄をせず効率的に行動しようとする傾向が見ら

れる一方で、人間関係や就職活動につまずき、孤立

して苦しんでいる若者がいます。

　一人ひとりが自分なりの生き方を見つけられるよ

うに、若者の社会参加を支援する取り組みがありま

す。その一つ「青少年健康センター」を次頁に紹介

します。
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　1985年に発足した青少年健康センターは、ひきこもりなどの悩みを抱え

る若者の生き方に電話相談で寄り添うことから始めて、ひとりの人として

面接や居場所づくりなど多面的に支援して、社会参加できるよう取り組ん

でいます。

　その熱い想いを日本自殺予防学会理事長、元東京いのちの電話常務理事

であり、青少年健康センター会長の斎藤友紀雄氏から伺いました。　　

多面的な支援とは

　相談してくる人の多くは今までに病院やカウンセ

ラーの治療を受けています。ここでは電話相談から

面接相談、デイケア、社会参加支援、訪問活動や講座・

セミナーなど、病院やカウンセラーとも連携して、

自立に必要ないろいろな支援を行っています。また、

電話相談から面接相談につなげる若い人の自殺予防

の「クリニック絆」も始めました。

相談にくる人の悩みはいろいろ

＊ひきこもりから抜け出せない、気力がでない

＊親として本人をそっとしておくしかないのか

＊人の眼が気になる、何か言われているような

＊病院にはかかっている、薬も飲んでいるが

＊朝起きられない、眠れない　

＊不安になったり、死にたくなったりする　

＊会社に行けなくなってしまった　

＊家族とも話さない、友だちもいない　

相談は本人から　親･家族から

　不登校・無気力・ひきこもり等に悩む 40代位ま

での方が相談に来ます。また、20代からひきこもっ

ている子どもの将来を心配して親御さんが相談に来

ています。青少年の問題を専門とする精神科医・カ

ウンセラー・臨床心理士・教育関係者が、多面的に

支援して治療・相談・指導にあたり、電話相談から

家族相談会、各種講座の開催など多方面で支えてい

ます。

 

まず！無料相談電話に

　　若者メンタルヘルプライン

【TEL 03-3947-0760】

　若者メンタルヘルプラインは最初の相談電話で

す。ひきこもりなどで外出できない方や保護者の方

が匿名でかけられます。原則1回、無料相談電話です。

話すことが苦手な方でも、専門家がゆっくり話を聞

くことで心の安定を図り、必要な情報が得られます。 

一人ひとりの生きる力を信じて　その２

若者の自立サポート
　　電話相談から社会参加まで

斎藤友紀雄
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　 電話相談 ･･･ 本人はもちろん、子どものこと

で悩んでこられた保護者の方にとって、若者 (子ど

も )の心の問題や生活の問題を電話で話すこと、相

談することが子どもの変化への第一歩です。すでに

相談機関や医療機関に相談されている方も多く相談

されています。

　　面接相談 ･･･ 精神科医や相談員による電話相

談から、相談員と実際にあって、悩みを抱える本人

や親としての対応など時間をかけて話を聞きます。

今までの生活を振り返り、これからの生き方と接し

方、必要な情報が得られます。

　 相談的家庭教師 ･･･学校への復帰を目指して、

あるいは新しい学校や大検の受検を目指して自分で

勉強を始めたけれども、どのように勉強していけば

良いのかわからない方などに、専門家による研修を

受けた家庭教師スタッフを紹介・派遣しています。

　 訪問相談活動 ･･･ひきこもりなどで悩む方は、

長い間、人との関わりもなく、状況を改善できずに

います。そういう方の自宅などを訪問し、コミュニ

ケーションを図りつつ、生活圏や対人関係を拡大す

るためのきっかけ作りを行います。

電話で、面接で、訪問で相談

実践的「ひきこもり対策」講座　　～講師　斎藤 環 ～

　毎月１回、精神科医の斎藤環氏を講師とした ｢理論編 ｣と ｢家族会 ｣の講座を開催しています。両親・親子

での参加が ｢変化 ｣に向けての効果が大きいようです。講師に相談したり、親同士話し合ったりすることを通

して、状況の改善と家族間の相互交流を図ります。「社会的ひきこもり」状態の方の多くは、家族をも避ける傾

向にあるため、親はコミュニケーションが取れずに途方に暮れることがあります。この講座では、親が ｢ひき

こもる心 ｣を理解し、不安や迷いが軽減されるよう図っています。

　同じ悩みを抱えるご家族同士の連携と情報交換を通して、孤立しがちな家族を援助しています。互いの悩み

や体験を安心して語り合えるため、有益な情報を共有でき、気持ちが楽になれるほか、仲間作りの場にもなっ

ています。

診断と治療　『北の丸クリニック』

　｢青少年健康センター ｣に入所するに際して ｢北

の丸クリニック ｣で受診していただくこともありま

す。ひきこもり対人恐怖症や眠れないなどの心身の

不調、更に友人関係や家族関係などに悩む青少年及

びその家族のため、専門の精神科医・カウンセラー

が治療・相談・助言・指導にあたります。

診 療時 間　　午前10時～午後 6時　月～土

完全予約制　　TEL03-3234-1354

電話と面接で自殺予防　『クリニック絆』

　創立者で精神病理学者の故稲村博氏の著書『心の

絆療法』をもとに始めた『クリニック絆』は「死に

たい、死ぬしかない」と悩む若い人に電話相談だけ

でなく、直接、面接して気持ちを聴き、根気よく一

緒に考えて相談できる場です。

通常相談電話　TEL03-5319-1760　

午後1時～6時  月～金（土･日･祝日は休み）

精神科医による電話・面接相談（土曜午後）

（予約は月～金に上記電話で受け付けます） 

　 電話相談

　　面接相談

　 相談的家庭教師

　 訪問相談活動



6

埼玉いのちの電話　広報　No.70

　 
 茗荷谷クラブ　　

　学校や職場へ行くことに困難を感じている若い人

たちのための「居場所」です。人間関係に不安があ

る人、いじめなどで傷ついたことのある人、周りの

人たちとなじめないと感じている人、ひきこもりの

人などが集まって、同じような悩みを持つ仲間と出

会い、楽しみながら、新しい人間関係の中で自信を

取り戻すことを目標としています。

　　小日向ハウス（自立サポートセンター）

　メンバー制で週２回、火・木の10:00～ 17:00

対人関係の問題やひきこもりで悩み、将来の生活に

不安を感じている若者の自立をサポートします。積

極的に外に出ていろいろな活動を楽しむことによ

り、体験の幅を広げ、みんなで社会参加を目指して

います。自立サポートセンターとしてデイケア活動

を行っています。（現在休止）

連絡先・問い合わせ先 

特例民法法人　青少年健康センター

〒112-0006

東京都文京区小日向 4-5-8　三軒町ビル 102

TEL　03-3947-7636・0760　

FAX　03-3947-0766 

E-mail  info-skc@mve.biglobe.ne.jp 　

  http://www1.biz.biglobe.ne.jp/~skc

若い人たちの「居場所」　～社会参加　自立への第一歩～

　　社会参加準備グループ　

　自宅にひきこもった状態から抜け出し、社会に踏

み出そうとしているときに、どうすればいいのか不

安がある方や、実際に働いてみたものの上手くいか

ないなどの悩みを抱えた方が、自分の生き方を考え、

自分なりの社会生活ができるように活動を行いま

す。すでに相談機関や医療機関のグループやカウ

ンセリングに３カ月以上通われた方を受け入れて

います。

　　

　　
社会参加支援活動

　いよいよ、社会参加へのトレーニングをして、ア

ルバイト等で体験したことを話し合い、少しずつ社

会生活に慣れて自立していきます。

　　
若者オープングループ

　かつて青少年健康センターで一緒に過ごした仲間

が集まり、本格的に社会参加ができるようになった

ようすを話し合う賑やかなたまり場です。

“いのちの電話”から　
   

　青少年健康センターを訪問した際に伺った「人は

人によって傷つき心を痛めるが、また人によって癒

され生きる力を得ていく」という言葉が印象に残っ

ています。

　「いのちの電話」の開設当初から比べると、20代

と思われる相談者からの電話は減少し、人との触れ

あいが若い世代ではメールなどの利用に移行してい

ることが考えられます。

　若者の自立をサポートする様々な活動が用意され

ている今、１人で悩まず、電話やメール、また同じ

仲間たちとの触れあいを通して、社会との関わりを

蘇らせてほしいものです。

　電話を通して人の心に触れる経験から、少しでも

前に進むことができるよう願いつつ、「いのちの電

話」は 24時間 365 日、一人ひとりの生きる力を信

じて電話を受けています。　　［文責：広報委員会］

 茗荷谷クラブ　　

　　小日向ハウス（自立サポートセンター）

　　

　　

　　社会参加準備グループ　
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　相談員になるには、毎週２時間程度の研修を１年

半受講し認定を受けなければなりません。ボラン

ティアなので、これらにかかる研修費や相談活動の

交通費なども自己負担です。

　このボランティアを続けている相談員は、「やり

がいがとても大きい」「研修は、近所付き合いや職

場では得られない貴重な時間でした」「相手の気持

ちを考えることで、自分のことも見えてくるように

なりました」「自己成長を実感できるので、長く続

けています」と言っています。

　埼玉いのちの電話は、24時間 365日匿名で電話を

受け付け、昨年は相談件数が２万８千件を超えまし

た。相談電話は絶え間なくかかり、深刻な内容の相

談が増えてきています。

　苦しみや悩みをかかえながら、誰にも相談できず

に自殺などの心の危機に追い込まれる人たちがいま

す。いのちの電話は、その人たちが電話で対話する

ことにより、生きる意欲を自ら見出せるよう心の支

えになることを願うボランティア活動です。人生の

危機に直面している人からの電話を繋がりやすくす

るためには、多くの相談員が必要です。

埼玉いのちの電話はボランティアによって支えられています

第24期生　電話相談ボランティア募集説明会

応募資格　　　　25歳以上の男女（2013.4.1現在）年齢の上限はありません！

日時・場所　　　12月６日(木)14:00～  越谷サンシティホール 第１会議室

　　12月８日(土)15:15～  クラッセ川越 

　　12月15日(土)14:00～  所沢ミューズ 第２会議室 

　　１月５日(土)14:00～  大宮ソニック市民ホール 第403集会室

募集期間　　　　2012年12月１日～ 2013年２月12日（火）消印有効

問い合わせ先　　埼玉いのちの電話　事務局　TEL　048-645-4322（月～土　10:00～ 17:00）

詳しくは埼玉いのちの電話のホームページをご覧ください。

　　　　　　　　http：//www.sainet.or.jp/~sai-id　

対談相手：千花有黄さん（歌手、文化放送千花有黄のつれづれ散歩道）
日時：2013年１月６日（日）14:00
場所：埼玉会館 大ホール

＊参加費無料（要 申込）
＊詳細は12月発行の広報誌または、ＨＰをご覧ください

左手のピアニスト
智内威雄さんを招いて

公開講演会
ピアノ演奏
＆対談

海 洋 天 堂
そのままでいい。あの子のままで生きていって欲しい。

日時：2013年３月16日（土）
上映時間（２回）：①10:30　②14:00

会場：大宮ソニックシティー　小ホール
チケット料金：1,000円

チャリティー映画会

心に響くいのちの音

同時開催
バザー

10:00 ～ 14:00
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あ ゆ み
ひとりで悩まないで、こころの苦しみを、お話しください。

自殺予防　いのちの電話

０１２０－７３８－５
コ

５
コ

６
ロ

毎月 10日（フリーダイヤル）
8:00～翌日 8:00（24時間・無料です）

編集後記

「埼玉いのちの電話」
応援チャリティコンサート

日　時：2012年10月８日（月）
　　　　開場19時　開演19時30分
会　場：所沢ミューズ アークホール
出演者：ベルリンフィルの名手達によるラハナートリオ
 リューディガー・リーバーマン（ヴァイオリン）
 ワルター・ケスナー（ヴィオラ）
 杉山紀子・ケスナー（ピアノ）
入場料：1,500円
主　催：朝日新聞･埼玉西部朝日会西武支部
問合せ先：ＡＳＡ飯能中央    電話：0120-41-0843

　青少年健康センター斎藤友紀雄先生のお話の中に、いのち
の電話創立のお一人でもある、精神病理学者の故稲村博先生
の ”人薬（ひとぐすり）”のお話がありました。人は人により
癒され助けられると。その精神が人から人へ脈々と引き継が
れているのを実感しました。（W）

2012年     
3月 １日 自殺対策キャンペーン（ＪＲ浦和駅西口、大宮駅西口 ） 
 8日 震災ダイヤル（他、17日、25日）
 9日 県央自殺対策連絡協議会（鴻巣保健所）
 10日 フリーダイヤル
 14日 包括会議「暮らしとこころの総合相談会」
 20日 チャリティ映画会（大宮ソニック小ホール）
 23日 定例理事会・評議員会
4月 2日 震災ダイヤル（他、11日、19日、27日）
 7日 23期生開講式
 10日 フリーダイヤル
 12日 包括会議「暮らしとこころの総合相談会」
 14日 23期生講義「私のボランティア」
 21日 「対応困難な電話」研修
5月 5日 震災ダイヤル（他、14日、22日、30日）
 10日 フリーダイヤル
 15日 県・自殺対策連絡協議会
 19日 22期生講義「電話相談理論Ⅰ」
 21日 川越市自殺対策連絡協議会
 24日 定例理事会・評議員会
 26日 こどもライン研修
6月 1日 日本いのちの電話連盟総会
 7日 震災ダイヤル（他、16日、24日）
 10日 フリーダイヤル
 11日 定例後援会理事会（埼玉会館）
 12日 包括会議「暮らしとこころの総合相談会」
 18日 理論講座「最近の若者たちの悩みや相談傾向」
 21日 県央自殺対策連絡協議会（鴻巣保健所）
 30日 22期生講義「電話相談理論Ⅱ」
7月 2日 震災ダイヤル（他、11日、19日、27日）
 8日 隣人祭り
 10日 フリーダイヤル
 11日 包括会議「暮らしとこころの総合相談会」
 14日 23期生講義「青年期」
 18日～19日 連盟事務局長会議（仙台）
8月 4日 震災ダイヤル（他、13日、21日、29日）
 10日 フリーダイヤル
 11日 夏期特別研修「相談員のためのケア」
 30日 理事会・評議員会（理事・評議員の改選）

日時：2012年12月８日（土）
開　演：13時30分
場　所：川越市「クラッセ川越」
要申込：埼玉いのちの電話事務局

048-645-4322

～北鎌倉『葉祥明美術館』を訪ねて～
　梅雨の晴れ間に訪れた、『葉祥明美術館』は木立に囲まれた
洋館造りの小さな美術館でした。一歩、部屋に入ると表通りの
喧騒が嘘のように静かで、水彩画、油彩画、デッサンが飾られ
ています。葉祥明さんの描く風景のように、時間が静かに穏や
かに流れていました。
　輝かしい草原のみどり。地平線が少し青くなった夜明け間近
な濃紺の夜空。どこまでもくっきりと澄み渡った海。絵の中に
入って、ゆっくりと深呼吸して歩いてみたくなる絵です。講演
会で静かな安らぎのある葉祥明さんの世界に出会えることを楽
しみにしています。（O）

参加費
無料

公 開
講演会

絵本作家・画家・詩人

葉祥明さんを招いて
～こころに響くいのちの言葉～

講演／作品の映像／詩の朗読


